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-小学校で卒業式

市内にある18の小学校では 3月19日、

いっせいに卒業式が行われ、 1，739名の児

童が思い出いっぱいの校舎を跡にしまし

た。 6年前、小さな体に大きなランドセ

ルを背負って通学した子どもたちも、こ

の 4月からは中学生となり、さらに大き

く成長することでしょう。(写真は、 101名

が巣立った東小学校の卒業式)

総人口118，019人(+35) 世帯数37，574(土0) ()内は前月比です。



三
月
定
例
市
議
会
が
三
月
一
日
か

ら
十
八
日
ま
で
聞
か
れ
、
上
田
市
の

一
年
間
の
仕
事
を
方
向
づ
け
る
昭
和

六
十
三
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
一
般
、
特
別
会
計
等
を

あ
わ
せ
約
三
百
五
十
八
億
二
百
三
十

八
万
円
。
会
計
別
で
は
、
一
般
会
計
が

ニ
百
十
二
億
七
千
三
百
八
十
六
万
円

で
、
六
十
二
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

四
億
六
千
三
十
一
万
円
の
増
で
す
(
伸

び
率
ニ
・
二
%
)
。
ま
た
、
特
別
会
計

等
の
十
一
会
計
は
百
四
十
五
億
二
千

八
百
五
十
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
六
十
三
年
度
一
般
会
計

予
算
を
は
じ
め
、
体
育
施
設
条
例
の

一
部
改
正
、
収
入
役
の
選
任
な
ど
四

十
五
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

臼
年
度
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た

一
般
会
計
は
2
4
1
2億
ア
千
万
円

主
な
条
例
の
改
正

-
上
田
市
川
商
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
等
の
一
部
改
正

同
セ
ン
タ
ー
、
観
光
会
館
な
ど
を

営
利
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る
場
合
、

使
用
料
の
割
増
率
を
改
定
す
る
も
の

で
す
。

-
上
田
市
民
会
館
条
例
の
一
部
改
正

市
民
会
館
を
営
利
目
的
で
使
用
す

る
場
合
、
使
用
料
の
割
増
率
を
改
定

す
る
も
の
で
す

0

・
上
田
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
改

正文
化
会
館
を
営
利
目
的
で
使
用
す

る
場
合
、
使
用
料
の
割
増
率
を
改
定

す
る
も
の
で
す
。

-
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

同
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
の
答
申

に
基
づ
き
、
分
べ
ん
介
助
料
な
ど
セ

ン
タ
ー
使
用
料
を
改
定
す
る
た
め
の

関
係
規
定
の
所
要
の
改
正
で
す
。

-
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

一
部
体
育
施
設
の
委
託
お
よ
び
使

用
料
の
新
設
、
一
部
改
定
の
た
め
の

所
要
の
改
正
で
す
。

-
上
田
市
立
博
物
館
条
例
等
の
一
部

改
正

博
物
館
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
な

ど
の
観
覧
料
の
改
定
で
す
。

mu
年
度
最
終
補
正
予
算

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
一
億
千

四
十
六
万
円
の
増
と
な
り
、
こ
れ
に

よ
り
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
の

総
額
は
、
二
百
三
十
四
億
二
千
七
百

万
六
千
円
で
す
。
前
年
同
期
に
比
較

し
て
、
十
二
億
六
千
五
百
五
十
九
万

九
千
円
、
五
・
七
%
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
補
正
の
主
な
内
容
〉

マ
民
生
費
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

四
百
五
十
万
円
。

マ
農
林
水
産
業
費
下
吉
田
地
域
の

農
村
公
園
の
用
地
取
得
に
対
す
る
補

助
金
三
百
五
十
万
円
。

マ
教
育
費
千
曲
荘
病
院
院
長
遠
藤

利
治
様
か
ら
の
ご
寄
附
に
よ
る
ス
ポ

ー
ツ
振
興
基
金
積
立
金
一
千
万
円
。

ま
た
、
こ
の
基
金
の
利
子
に
よ
り
各

種
競
技
大
会
に
使
用
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
プ
リ
ン
タ
(
計
測
器
)
一
台
を
購

入
(
百
万
円
)
。

3月市議会で決まった62年度予算

補正予 算 額

一般 会 計 1億1，046万円

特別会計 -1億7，087万円

予、P 算 総額

一般会計 234億2，701万円

特別会計 116億9，479万円

広報うえだ 63.4.1[2] 

(特別会計には産院事業も含む)
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司
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意

見

書

次
の
意
見
書
が
今
回
の
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

-
北
陸
新
幹
線
の
最
優
先
本
格
着
工

に
関
す
る
意
見
書

「
北
陸
新
幹
線
は
、
沿
線
地
域
の
飛

躍
的
な
発
展
を
図
る
う
え
で
大
き
な

効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
二

十
一
世
紀
を
展
望
す
る
第
四
次
全
国

総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
も
、
高
速

交
通
体
系
の
中
核
と
し
て
、
国
土
の

収
入
役
に
赤
沼
さ
ん

三
月
定
例
市
議
会
で
、
収
入
役
に
…

赤
沼
袈
裟
重
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
~

意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
前
任
…

の
堤
強
さ
ん
は
、
昭
和
六
十

一
年
川

四
月
か
ら
ご
苦
労
さ
れ
一
、
本
年
三
月
…

三
十
一
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
〈

た。略
歴
・
:
県
立
丸
子
実
業
高
等
学
校
一

卒
業
、
上
田
市
財
政
部
長
、
同
総
川

務
部
長
、
同
水
道
事
業
管
理
者

イ
九
船

霊

尚

裟

す

袈

司

市

川

沼

歳

赤

町

均
衡
あ
る
発
展
に
不
可
欠
な
も
の
と

ち
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
の
産
業
・
経
済
・
文

化
等
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
社
会

的
基
盤
で
あ
り
、
高
速
交
通
時
代
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
極
め
て
重
要

な
路
線
で
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
整

備
新
幹
線
の
中
で
最
も
採
算
制
に
優

れ
て
い
る
北
陸
新
幹
線
の
最
優
先
本

格
着
工
を
図
り
、
地
域
住
民
の
永
年

に
わ
た
る
切
実
な
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
」

一
車
坂
|
上
田
高
|
市
役
所
l

上
一

一
回
城
跡
公
園
を
結
ぶ
「
歴
史
の
一

一
遊
歩
道
」
を
整
備
。
今
年
度
は
、
一

一
上
田
高
校
堀
端
な
ど
を
整
備
し
一

一
て
い
き
ま
す
。

¥、ー'

その他

13億252万円

(6.0%) 

民生費………43億3，377万円(20.4%)
土木費………30億8，026万円(14.5%)
教育費………27億6，547万円(13.0%)

歳 総務費………24憶4，341万円(11.5%)
公債費………24憶3，622万円(11.5%)
農林水産業費...・ H ・..18憶1，474万円(8.5%) 
商工費………16億5，375万円(7.8%) 

出
衛生費………14億7，324万円(6.9%) 
消防費…… … 7億1，035万円(3.3%) 
労働費……… 2憶7，675万円(1.3%) 
議会費……… 2億5，590万円(1.2%) 
予備費… 3，000万円(0.1%) 

63年度特別会計、企業会計当初予算額

土地取得 事業 1億1，750万円 産院事業

特
塩田有線事業 4，698万円 (収益的支出)

国民健康保険事業 44億7，200万円 公 21:意4，099万円

55U 交通災害共 済事業 3，813万円
A邑同

(資本的支出)

福祉事業センタ一事業 1億3，235万円
企 1，236万円

業 水道事業4222』Z 
老人保健事業 44億3，058万円 ，zdx hh 
農業集落排 水事業 2憶2，233万円

(収益的支出)

計 言十 14億9，497万円
同和住宅貸付事業 3億4，902万円 (資本的支出)

公共下水道事業 21億(5，073万円 8億2，059万円

[31広報うえだ 63.4.1



このように

使います

63年度一般会計(歳出)の主な内容

E 
c>リゾート地域開発調査委託料…一....700万円

b長野大学学科新設に補助………・・・ 7，000万円

b浅間テクノポリス開発機構出資金… 1，472万円

b 、猿飛くんか情報提供委託(端末機を 5台に

増設、 情報増) …………・・・・・・・・・…一.400万円

c>家庭介護者慰労金を増額(寝たきり・痴ほう

性老人、重度心身障害者)……・・・ 2，027万円

じ>特定疾患療養者への援護金を増額・.....90万円

b寝たきり老人入浴サービス車を改造(入浴田

数増) 一.............一・・・・・・・……………ー150万円

C>(社)シルバー人材センター補助金…2，260万円

E 
じ>i健康づくり市民の集しづ事業……… 61万円

C>i乳がん経験者の会」を発足………......5万円

c>各種検診委託料(大腸、胃、子宮、乳房検診)

. 4，650万円

E霊盟翠週・・
'-

b農業バイオセンター施設整備工事… 1，712万円

b水田農業確立機械施設等整備事業補助金(花

き、アスパラ方、ス、きゅうり栽培のためのビ

ニールパイプハウス設置補助)…一'2，320万円

じ〉生活改善センター建設に補助など...1，266万円

c>農林業同和対策事業(堆きゅう肥舎、畜舎、

ナメコ施設、農道などの基盤整備)一'6，537万円

c>卸売市場整備計画委託料…………… 450万円

校
舎
の
改
修
が
行
わ
れ
る

第
四
中
学
校

b東塩田林間工業団地、小泉工業団地への企業

の用地取得、工場の設置などに助成

. 1億 121万円

b中小企業融資預託金…一....… 11億6，126万円

b温泉資源調査委託料(平井寺地区)ー・ 230万円

b信州風林火山の旅ガイドマップ…・・・ 100万円
ぺ，<ら

c>上回公圏西櫓下の散策路整備・・・…一.700万円

じ〉上回公園「信州の花木園J整備・・・一一ご350万円

c>上回公圏内高架電線埋設工事……… 600万円
E器?'');~~:

:る電
上線
田の
公埋
圏設

工
事
ザ
行
わ
れ

E 
c>市道新設改良舗装工事費・・・・・・・・・7億4，900万円

じ>河川用悪水路改修工事費など…1億4，107万円

b市街地再開発等調査委託料(中央二丁目地区

基本計画の作成)…・・・………...…… 900万円

じ>緑のマスタープラン見直し調査委託料(緑地

配置計画) …・・・・・・ん…・・・・・・・・・…・・・・・・ 550万円

c>街路整備事業(上田駅大星線の工事費、用地

費、 補償費など) …・・・・・・……・・・2億4，532万円

bまちづくり特別対策事業(二の丸緑道、車坂

散策道) ・・・……・・・・・…・・・・・・・・・…・・・・ 5，500万円

b市営住宅千曲町団地建て替え工事(前年度継

続事業、 3棟36戸) ・・・ー・……...2億7，876万円

c>塩尻小学校木造校舎改築・...........1億328万円

b川西小学校改修(プールなど)… 2，988万円

b第四中学校校舎の改修…・・・・・・・・・・・・ 9，000万円

b第二給食センター施設整備工事… 1，000万円

じ>室内温水プール調査委託料…ー・・・・… 250万円

c>市営野球場メインスタンド改修一.1，800万円

b川西社会体育館建設・..............1億3，000万円

b自然運動公園グラウンドにナイター施設設置

. 5，000万円

bわしば山荘内部改修工事一・・・・・ー…・・・ 900万円

じ>市民の森パンカ、、ロ一新設………・・・… 900万円

c>第六中学校建設工事費(プール、屋外環境整

備など) ・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・……...1億4，700万円

広報うえだ 63.4.1 [4] 



& 
健康メモ

花
粉
症
の

待
ち
に
待
っ
た
春
。
こ
の
時
期
に

な
る
と
花
粉
症
で
悩
ま
さ
れ
る
人
も

増
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
花

粉
症
が
テ

l
マ
で
す
。

-
花
粉
症
と
は

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
が
、
空
気

中
に
飛
ん
だ
草
や
木
の
花
粉
を
大
量

に
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
、
ま
ず
花

粉
に
反
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
再

び
吸
い
込
む
こ
と
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を

ミス上回コンテスト

ノ¥ツスルのと守自慢大会
4月16日出

真田武者行列17日(8)

特
徴
と
予
防

起
こ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
現
れ

る
こ
と
を
花
粉
症
と
い
い
ま
す
。

-
鼻
や
目
に
症
状
が

症
状
で

一
番
多
い
の
が
、
く
し
ゃ

み、

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
な
ど
鼻
の
症

状
で
す
。
次
に
多
い
の
が
目
の
症
状

で
、
か
ゆ
み
、
涙
目
、
充
血
、
目
の

ま
わ
り
が
た
だ
れ
た
り
し
ま
す
。
こ

せ
き

の
ほ
か
、
の
ど
が
か
ゆ
く
咳
が
出
た

り
、
ぜ
ん
そ
く
症
状
を
起
こ
し
た
り
、

三
大
市
民
ま
つ
り
の

一
つ
「
上
田

真
固
ま
つ
り
」
も
、
今
年
で
七
回
目

を
迎
え
ま
す
。
ま
つ
り
の
時
期
、
上

田
城
跡
公
園
の
桜
も
ほ
こ
ろ
ぴ
、
上

田
は
春
本
番
で
す
。

吐
き
気
を
訴
え
る

頭
痛
、
め
ま
い
、

人
も
い
ま
す
。

-
原
因
は
杉
の
花
粉

原
因
と
な
る
花
粉
に
は
、
杉
、
ひ

の
き
、
か
も
が
や
、
ぶ
た
く
さ
、
よ

も
ぎ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
原
因
と
な
る
花
粉
に
よ

り
、
起
こ
る
時
期
も
違
っ
て
き
ま
す

が
、
こ
の
時
期
も
っ
と
も
多
い
の
は

ス
ギ
花
粉
症
で
す
。
最
近
マ
ス
コ
ミ

を
に
ぎ
わ
し
、
日
本
で
は

一
番
多
い

花
粉
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

杉
は
天
候
に
影
響
さ
れ
や
す
く
、

今
年
の
よ
う
に
暖
冬
の
年
は
、
平
年

よ
り
早
め
に
花
粉
が
飛
ぴ
始
め
ま
す
。

ま
た
、
雪
も
雨
も
少
な
く
、
空
気
が

"
凶
作
ミ
ス
上
田
コ
ン
テ
ス
ト

ミス上田コンテスト(昨年)

十
八
歳
以
上
の
未
婚
女
性
が
参
加

し
ま
す
。
十
六
日
出
の
午
後
四
時
か

ら
予
選
が
始
ま
り
、
ミ
ス
上
回
の
三

人
が
決
ま
る
の
は
同
八
時
す
ぎ
。
会

場
は
、
上
田
市
民
会
館
で
す
。
ミ
ス

上
田
は
、
翌
日
の
真
田
武
者
行
列
に

姫
-と
し
て
出
場
し
ま
す
。

な
お
、
会
場
入
場
者
に
も
、
豪
華

商
品
の
当
た
る
抽
選
会
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

"
邸
内
ハ
ッ
ス
ル
の
ど
自
慢
大
会

百
人
が
参
加
し
て
、
自
慢
の
の
ど

乾
燥
し
て
い
る
と
き
は
、
花
粉
が
飛

び
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

-
多
い
三
十
歳
代

年
齢
で
は
三
十
歳
代
が
も
っ
と
も

多
く
、
次
い
で
二
十
歳
代
、
四
十
歳

代
と
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

子
ど

も
の
花
粉
症
も
増
え
て
い
ま
す
。
性

別
で
は
、
女
性
の
方
が
多
い
よ
う
で

す。-
予
防
法
は
・
:

お
天
気
が
よ
く
風
が
強
い
日
は
、

花
粉
が
よ
く
飛
ぴ
ま
す
。
特
に
、
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
の
間
は
、
な

る
べ
く
外
出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
外

出
す
る
時
は
、
マ
ス
ク
、
眼
鏡
な
ど

で
花
粉
の
直
撃
を
避
け
る
の
も

一
つ

を
披
露
し
ま
す
。
十
六
日
出
の
午
後

零
時
三
十
分
か
ら
予
選
が
始
ま
り
、

決
勝
は
同
五
時
か
ら
で
す
。
会
場
は

上
田
市
民
会
館
で
す
。

の
方
法
で
す
。

マ
ス
ク
は
最
近
、
花
粉
症
用
の
も

の
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
通
の

マ
ス
ク
と
違
い
目
が
細
か
く
花
粉
を

通
し
ま
せ
ん
。
眼
鏡
は
自
の
症
状
に

対
し
て
、
あ
る
程
度
の
予
防
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
さ
し
の
あ
る

帽
子
を
か
ぶ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う

0

・
治
療
法
は
・
:

最
近
で
は
、
予
防
的
に
症
状
の
出

る
前
か
ら
つ
か
う
薬
、
そ
れ
ぞ
れ
の

症
状
に
あ
わ
せ
た
飲
み
薬
や
目
薬
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
症
状
の
ひ
ど
い
人

は
、
早
め
に
医
師
に
相
談
し
て
、
自

分
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ん
で
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

"
邸
内
真
田
武
者
行
列

真田武者行列(昨年)

十
七
日
日
の
午
後
零
時
五
十
分
に

上
田
城
を
出
発
。
総
勢
約
百
八
十
人

が
、
上
田
城
l
大
手
町
l
原
町
|
海

野
町
|
松
尾
町
|
上
田
駅
の
コ

l
ス

を
練
り
歩
き
ま
す
。
今
回
は
真
田
幸

村
・

昌
幸

・
幸
隆
隊
や
真
田
十
勇
士

隊
の
ほ
か
、
武
田
ブ

l
ム
に
あ
や
か

り
武
田
信
玄
隊
と
板
垣
信
方
隊
も
登

場
し
ま
す
。

ま
た
、

三
百
人
の
民
踊
流
し
、
上

田
市
消
防
音
楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
、
真

田
陣
太
鼓
も
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

[5]広報うえだ 63.4.1
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英語などの語学を学習するL・L教室

Eι 

中
が

第
四
中
学
校
の
一
部
と
旧
川
西
中
学
校
を
統
合
し
た
第
六
中

学
校
が
、
小
泉
地
区
に
完
成
し
、
い
よ
い
よ
四
月
五
日
に
開
校

式
を
迎
え
ま
す
。
六
中
の
生
徒
数
は
約
八
百
三
十
人
。
こ
の
生

徒
た
ち
の
た
め
に
、
広
い
体
育
館
や
市
内
で
初
め
て
の

L

・
L

教
室
(
語
学
学
習
室
)
、
柔
剣
道
場
な
ど
最
新
の
設
備
が
用
意
さ

れ
、
教
育
効
果
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。
広
報
で
は
、
六
中
の

施
設
を
紹
介
し
て
み
ま
し
た
。

広くて明るい体育館

第六中学校配置図

運 動 場

広報うえだ 63.4.1[6] 

よ

よ
開
校

第
四
中
学
校
の
過
密
解
消
と
旧
川

西
中
学
校
の
適
正
規
模
化
を
目
的
に
、

市
内
小
泉
地
区
に
建
設
し
て
い
た
第

六
中
学
校
が
完
成
し
ま
し
た
。

市
内
初
の
し
・
し
教
室
と

柔
剣
道
場

六
中
に
は
、
市
内
小
中
学
校
で
初

め
て
の

L

・
L
教
室
や
柔
剣
道
場
な

ど
、
県
下
に
誇
れ
る
最
新
の
教
育
設

備
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
正
式
に
開

校
す
る
四
月
五
日
か
ら
は
、
四
中
の

川
辺
小
校
区
と
旧
川
西
中
の
生
徒
た

ち
約
八
百

三
十
人

.(二
十
一
ク
ラ
ス
)

が
、
新
し
い
校
舎
で
勉
学
に
励
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

着
工
は
昭
和
六
十

一
年
九
月
、
総

額
で
十
七
億
七
千
四
百
万
円
か
か
っ

て
い
ま
す
。
敷
地
面
積
は
三
万
二
千

七
百
八
十
平
方
灯
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
校
舎
は
四
階
建
て

の
南
校
舎
(
延
べ
四
千
二
百
六
十
平

方
れ
)
と
三
階
建
て
の
北
校
舎
(
同

二
千
九
百
二
十
平
方
灯
)
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

ー
ト
二
面
が
と
れ
る
体
育
館
(
千
六

百
二
十
平
方
灯
)
と
柔
剣
道
場
(
四

百
四
十
平
方
灯
)
も
あ
り
ま
す
。

合
同
学
習
用
に

多
目
的
教
室

北
校
舎
は
、

主
と
し
て
音
楽
教
室

や
美
術
教
室
な
ど
の
特
別
教
室
が
入

っ
て
い
ま
す
が
、
英
語
な
ど
語
学
学

習
用
の

L

・
L
教
室
、
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
も
備
え
ら
れ
た
ス
タ
ジ
オ
や
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
の
あ
る
視
聴
覚
教
室
も

あ
り
ま
す
。
南
校
舎
に
は
、
普
通
教

室
の
ほ
か
、
合
同
学
習
や
展
示
会
な

ど
に
使
用
で
き
る
多
目
的
教
室
が
、

二
階
か
ら
四
階
ま
で

一
教
室
ず
つ
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
旧
小
泉
小
跡
地
に
整
備
さ

れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
六
月
ご
ろ
ま
で

に
、
プ

l
ル
は
四
月
末
ま
で
に
、
そ

れ
ぞ
れ
建
設
す
る
予
定
で
す
。



第
六
中
学
校
の
全
景

合同学習などに利用できる多目的教室北校舎の壁面に取り付けられたレリーフ「躍動J

新
し
い
友
だ
ち
に
期
待

四
中
で
二
年
間
い
っ
し
ょ
に
学

楽
し
い
学
校
生
活
に

ハ
中
を
初
め
て
見
た
と
き

す
ば
ら
し
い
設
備
と
環
境

二
年
間
通
っ
て
い
た
川
西
中
が

丸山 大くん
( 3年)

山崎純子さん
( 3年)

ん
で
き
た
友
だ
ち
と
別
れ
る
の
は

つ
ら
い
け
れ
ど
、
四
月
か
ら
は
川

西
中
の
新
し
い
友
だ
ち
が
で
き
る

の
で
、
期
待
し
て
い
ま
す
。
六
中

の
第

一
印
象
は
、
広
く
て
き
れ
い

な
校
舎
と
い
う
こ
と
。
特
に
、
英

会
話
が
学
べ
る

L
・
L
教
室
は
四

中
に
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
授
業
が
楽
し
み
で
す
。

(7]広報うえだ 63.4.1

四

階
建
て
の
校
舎
、
広
い
体
育
館
、

L
・
L
教
室
や
多
目
的
教
室
な
ど

川
西
中
に
は
な
か
っ
た
す
ご
い
設

備
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
六
中
の

第

一
回
卒
業
生
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
な

が
ら
、
み
ん
な
で
立
派
な
六
中
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山浦由之くん
( 3年)

な
く
な
る
の
は
残
念
で
す
。
で
も
、

四
月
か
ら
は
生
徒
数
も
増
え
る
の

で
、
今
ま
で
以
上
に
勉
強
な
ど
頑

張
る
つ
も
り
で
す
。
六
中
で
は
、

ど
こ
の
中
学
に
も
な
い
よ
う
な
す

ば
ら
し
い
設
備
や
環
境
で
授
業
が

受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
負

け
な
い
よ
う
し
っ
か
り
や
ら
な
け

れ
ば
:
・
と
思
い
ま
す
。



豊
岩清水 金 j畢聖治 27 -9315 74 

ー士街中匂・

八木沢 田中好平 38-2635 173 
矢 j尺 上野寛堂 22 -4021 127 八 舞 田中純一郎 38-2834 36 
赤 坂 関 滋樹 24-8646 102 学海北 阿藤秀 一 38-7262 200 

殿ー i奈 戸 富井恒彦 25 -0644 36 十 人 藤井由郎 38 -5249 77 

富土; 
下 ま且 岩井文雄 38-5207 130 

明塩

。塩 田 新 町 山極正之 38-2448 130 。中 組 峯村幸徳 38-3634 166 東削山 西津清 一 38 -6555 153 
山ぷ。奈良尾 林 康園 38-3743 115 西削山 宮 j畢重忠 38 -3269 114 

平井寺 中木 徳人 38-5034 59 国! 手塚 日向袈裟重 38-4768 214 
東榊 鈴 子 小野万 二 38-2258 117 。山 田 竹内恒雄 38-6794 82 

塩
。石 ネ申 春原安喜 38-2577 146 野 J届色、 池 田平一 38-2735 49 。相P i尺 関田邦次 38-6394 96 

渇IJ:
分 去 工藤喜昭 38-3765 233 

田 5 下之郷 i竜 i畢秋利 38-5845 320 。大 i要1深草正贋 38-6389 99 
桜 荒井 清 38-6974 78 

、士rd:
院 内 倉沢俊平 38-3123 158 

下本郷 森 富美雄 38-6390 113 
戸ノt。J二 手 玉木昌雄 38-4624 58 

東五加 中 山秀夫 38-5275 52 。仁古田 竹内彦保 31-2127 209 
五 力日 長谷 川 精 一 38-3188 620 岡 橋本澄雄 31-2548 286 

中。上本郷 矢幡重久 38-3037 186 必 t 
j甫 野 本山佐一郎 31-2095 235 

塩
。中野 中村歳敷 38-4487 220 ;JH 越 戸 井 j畢邦雄 31-2838 106 

上小島 土屋文雄 38-2289 74 藤之木 米沢真治 31ー 2503 91 
田 下小島 柳沢 進 38-5985 91 '西υ

。 泉 赤羽悦男 24-6174 449 
保 野 石井公夫 38-5662 268 。下室賀 久保 田 昭 一 31-2184 216 
学 海南 長峯正 二 38 -4362 135 |号務 上 室賀 清水千秋 31-3646 201 
舞 田 中村ー 茂 38 -2279 126 

自の
ひばりヶ丘 明石 貫 31-2495 98 

要 現 63年度婦人教室の受講生募集
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る
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開

対
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講座 ぉ名 森田: 手呈持
並

時 間 v 君員w

り 制

師ι J!t~科45私ど軍駐 講

木 用手 5月-9月の月曜日(10回) 午後6:00-8:00 25人 掛川忠夫さん 3，000円

ペン習字 5月-10月の月曜日(12回) " 30人 唐沢斐夫さん 1，500円
弓乙

《藤 朝編 5月-8月の月曜日 (8回) " 25人 藤森すみ子さん 2，500円

J手 市山 川浦 源よし子子さん子高 5月-9月の月曜日(10回) " 30人 1，000円
宅

|み選 ぶ筆 習 札字 5月-11月の木曜日(13回) " 30人 滝沢光樹さん 500円

生 花 5月-11月の火日程日(11回) " 25人 土屋幸子さん 1回分700円

フラJ、ス依刺しゅう 5月-7月の火曜日 (5回) " 25人 遠藤 き みさん 2，000円
ダ〈

産主総 イ守 a 5月-6月の木曜日 (8回) " 30人 福島佳子さん

1'¥ンフラ ー 5月-7月の金曜日 (5回) " 25人 清水信子さん 3，000円

道ヲ茶 5月-9月の木曜日(10回) " 25人 松井宗里さん 2，000円

フラウlーデザイン 5月-7月の金曜日(5回) " 30人 石川美和子さん 3，000円

3料 主里 5月-9月の金曜日(10回) " 24人 岩崎敬子さん 1回分500円

ラ木
花

込人形そ 伊倉光子さん5月-7月の土曜日(5回) 午後1:30 -3 :30 20人 3，000円

品J品羊よL裁4与も1)デ フォヰム吋 5月-9月の金曜日(8回) 午後6:00-8:00 20人 溝口 洋子 さ ん 2，000円

iて 曜 ま 5月-7月の土曜日(5回) 午後1:30-3:30 25人 両角節子さん 2，200円

ジ ャ(ジズャ体ギー操) 6月-8月の土曜日(6回) 午後6:00-8:00 30人 酒井園子さん

広報うえだ 63.4.1 [8] 



。地区会長 O地区副会長(敬称略)

自治会名 自治会長名 電話番号 世帯数 自治会名 自治会長名 電話番号 世帯数

踏 入 松 林文明 24 -4546 540 。千曲町 阿 部 新 治 24 -4954 510 。泉 岡r満木 茂 22 -7731 136 秋和 工藤栄次 22 -6429 600 

東。上常国 関 延雄 22 -5752 400 。上塩尻 品遠和秋 22 -5238 460 
中常田 矢島邦雄 22 -2678 390 

尻。下塩尻 沓掛喜八 24 -6259 350 
下常田 西 j畢 一 美 22 -2766 140 上田原 竹内武ー 24 -1801 221 

音日 北常田 山本辰雄 22-8575 390 。川辺町 後藤正夫 22 -9414 1270 
材木町 手塚春夫 24 -3911 560 

)11 
倉升 海 i頼永徳 27-1972 500 

常 入 平野茂雄 24-5914 114 辺 神 畑 宮崎清春 24-3620 450 
南天神町 小坂井重市 22 -9486 350 F 之条 中山 一 一郎 24 -0099 :if):i 。泉 平 伊比文作 22-9619 120 築 士也 中 j畢千好 27 -3667 180 

南 北天神町 高松力雄 23 -1067 350 泉 東築地 茶碗谷尚久 22 -8387 123 
松尾町 山 極勝夫 22 -0185 116 田

半 過 石井貞雄 27 -0866 128 。鷹匠町 白井季次 22 -8393 145 。福 田 倉 i畢幸次 22 -7398 260 
音E 本 岡丁 中津雄 一 22-9144 173 。τEt 1 田 伊藤清輝 24 -4721 270 

末広町 大森袈裟董 22 -4730 87 。大 屋 ニ 浦清男 35 -0053 600 
大手町 川 上喜二郎 24-5371 300 zι6- 下 井ノ口 貞治 36 -2221 216 
横 開r相 j畢 貫 22 -0023 170 下青木 富島 智 35 -1097 175 。海野町 石井幹雄 22 -1305 231 みすず台南 赤羽根 要 36-2454 248 

中
原 関丁 加 藤 荘 次 郎 22 -3600 160 みすず台北 興水 二 男 36 -3426 400 
袋 岡r金子秀利 22 -1073 75 字申 上青木 尾崎正樹 35 -1735 150 
馬場町 横谷重時 22 -1373 160 梅が丘 笠原幸司 35 -2575 240 

央、 田 開I 清水平八郎 22 -5905 47 ) 1 [ 久保林 西 j畢義国 36 -3243 243 
丸堀町 恒 川 一治 24 -6633 185 。E豆 坪 中村 実 22 -2905 97 
木 開r柳 j畢武夫 24 -1053 185 上 t尺 竹内 員ox 22-7874 290 。北 大手 佐 藤順 ニ 22-9558 171 国 分 金井袈裟男 23 -2189 280 。上川原柳町 青木昭良 22 -1522 550 下 堀 塚田売 一 27 -0117 325 。下川原柳町 大久保佐太郎 22-0194 120 上 堀 中 津 武 茂 22 -8763 235 
愛宕町 長坂良 ニ 23-0227 240 畑 山 清水 主支止ι 24-8690 45 

ヰヒ 上鍛冶町 赤岡 日 tEk 3 22-2765 72 伊勢山 中村五郎 27 -5289 435 
鍛冶町 廉 j畢賢司 22-2413 210 。富士見台 荒井秋書 24 -1379 196 
上房山 滝 j畢昌哲 22-3450 98 神科新屋 尾崎富夫 24-4597 160 

部 下 房 山 今水 博 22ー 0693 128 野 竹 品橋久夫 27 -6059 195 
相P 開丁 山崎賢一郎 22 -4607 63 西野竹 清水立義 24 -9157 200 
新田 白 井清重 23-2470 1400 

神
笹 井 中村賢一郎 24 -2485 150 

上紺屋町 林 甲子ニ 22 -1860 170 )1 [ 原 飯島嘉夫 25 -4378 88 。下紺屋町 宮本宜範 22 -4020 375 。正ιs- 門 柘植 茂 24 -0624 235 
鎌 原 西原昭 二 23 -1398 180 

科
染 屋 小山晃市 22 -3235 430 

西 月嘉 中島忠一 24-0089 140 宮古 i尺 i芙)1 [ 寛 24 -2569 175 
新 開丁 松尾豊松 25-1510 123 。金 井 金井和好 27 -2872 310 

西 諏訪部 森山虎雄 22 -8970 165 山 口 山崎贋 ー 22 -6562 237 
生 塚 北村 一 郎 22 -2595 194 大久保 金井新平 22 -5506 180 
常磐町 白鳥文彦 22-8157 288 長 島 細谷 喜 義 24 -1003 620 

音E 緑が丘 成 j畢文雄 22 -1673 200 金剛 寺 倉島富司 27 -1482 133 
新 屋 今井善治郎 23 -1020 480 。 ヨオF木ミ 久保田芳種 25-0410 49 
緑が丘北 藤作敏雄 22-9196 379 大 日 木 大塚良雄 22 -9538 62 。緑が丘西 塚本 章 22 -2083 285 長 入 中 j畢忠男 24 -6373 25 

υ 
城 ヰヒ 田中基雄 22 -3632 356 宮之 上 宮之 上正 則 27-0624 29 

牧 宮島才八郎 23L2450 165 
』盛百主正主

小 井田 中 村 房 夫 35 -1055 55 
諏訪形 長岡繁雄 27 -2435 515 中吉田 岡田 宏 36 -2271 100 

城 ヲ頁 ) 1 [ 青木一男 24 -7508 33 町吉田 石坂宜康 35 -1639 90 
中 村 細 田万喜治 24 -5841 415 

殿
ひか り 藤森 女子 36 -3596 113 。朝日ヶ丘 宮 島豊司 27 -8505 235 キ長 ，ELユA 佐藤正男 35-2049 220 

下 ニ 好町 武 田政 ニ 24 -5886 170 下 吉 田 山田 稔 36 -3614 37 
笹P 戸斤 小島芳人 22 -4861 710 林之郷 中村蕎雄 24 -8692 99 

lQ L里之条 塩崎正 ニ 24 -6316 430 。下 招F 逢坂登茂男 27 -3853 138 
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それいけシュートだ/
上田市少年サッカ一大会が、 3月20日から22日

まで長野大学グラ ウンドで開催されました。小・

中学生の自治会単位で33チームが参加、相手ゴー

ルをめざして選手たちの表情は真剣そのもの。

のチ・ームも奮戦しました。

ど

ポリタンクで初期消火
昨年4月発生した大規模山林火災。

これを再び繰り返すことのないよう

に一一と、 3月13日、市内の山林17

か所に消防団員約 800人が、 20ι 入

りのポリタンク約 400個を配備しま

しアこ。

しようしゃな建物が完成
秋和児童センターが完成し、 3月23日同セ

しゅん

ンターで竣工式が行われました。地元自治会

や関係者など約40人が出席。集会場と併設さ

れたこの施設は、遊戯室、図書室などを備え

たしゃれた建物。地区の子どもたちの遊ぴの

場として、大いに利用されることでしょう。

自
転
車
事
故

出
合
い
頭
の

衝
突
に
注
意
/

広寂うえJ:!'63.4. 1 [10] 

昨
年
の
自
転
車
事
故
は
、
百
二
十
九

件
あ
り
、

三
名
が
死
亡
し
て
い
ま
す

(
市
内
)
。
特
に
、
出
合
い
頭
の
衝
突

事
故
が
六
十
件
あ
り
、

二
名
の
か
た

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

発
生
し
た
事
故
を
年
代
別
に
み
る

と
、
子
ど
も
(
中
学
生
以
下
)
、
高
校

生
お
よ
び
高
齢
者
で
九
十
五
件
と
な

り
、
事
故
件
数
の
大
部
分
を
占
め
て

い
ま
す
。
死
者
も
子
ど
も

一
名
、
高

齢
者
二
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

自
転
車
利
用
中
の
事
故
は
、
特
に

け
が
を
す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
次

の
点
に
注
意
し
て
正
し
い
走
行
を
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

マ
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
建
物
の

陰
か
ら
飛
び
出
し
は
し
な
い
。

マ
道
路
の
左
端
を
走
行
し
、
並
列
走

行
は
し
な
い
。

マ
歩
道
で
は
自
転
車
か
ら
降
り
て
通

行
す
る
。
た
だ
し
、
自
転
車
の
走
行

が
許
さ
れ
て
い
る
所
で
は
歩
行
者
の

安
全
に
十
分
注
意
す
る
。

マ
踏
切
で
は
、
自
転
車
か
ら
降
り
て

渡
る
。

-
問
い
合
わ
せ

線

1
5
5
2
)

交
通
対
策
課
(
内



思い出多い校舎に別れ…。 3月 5日、小

泉小学校で閉校式が行われ、児童や関係者

など約 160人が出席しました。同校は 4月

から室賀小学校と統合、新たに川西小学校

(校舎は閉校した川西中)としてスタート。

校舎も取り壊されることになり、 114年の歴

史が閉じました(=写真上)。

さよう怠ら

小泉小、川西中

また、 4月から第六中学校に生まれ変わ

る川西中学校でも 3月22日、閉校式が行わ

れました。出席者は、それぞれの思い出を

胸に抱きながら、 28年間の幕を閉じる同校

に別れを告げました(=写真下)。

放
置
自
転
車
を

撤
去
し
ま
す

交
通
対
策
課
で
は
、

J

R
上
田
駅

周
辺
に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
を
次
の
日
程
で
撤
去
し
ま
す
。

む
あ
た
り
の
か
た
は
、
至
急
持
ち
帰

っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
第

一
回
警
告
日
四
月
八
日
働

マ
第
二
回
警
告
日
四
月
十
五
日
働

マ

撤

去

日

四

月

二

十

二

日

働

な
お
、
自
分
の
自
転
車
に
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

護
綴
語滋緊
添
子ν千
万号t、I 

綴

怒
綴
絞;
2疋誌

f 

妥災淡〈護〈
詰/{

懇
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滋
詰ρ総与袋: 
t虻:て:0ν咋::iγ〈

妥泌g 
妥滋g 
設意

滋
:綴吟吋: 
怒J設J 
説ヨ芯勺

詰滋会
妥潔窓
姿綴g 
~üな》悦~ ， 
己兵句句、¥、¥、A、
誌β
汚駅1芯奇
訟¥:.0乙t 

おhわ『

官吋
争、 11ブ

沼綴芸
i与}}淑~叱~誌;北4 
目 a吋f 

混1蕊ミ

幾
~主:::i:.(.:ρン2: 
抗I汽

:線滋宗索: 
診滋怒
;認記説汐1P3誌d 

P滋求
波愛
誌ま3
~3主

義喜

況認

J災

認お

潟
綴

ヲ亡

者芸

佼誌

連
載

「
転
入
者
に
聞
く
」
:
・
総
集
編

日
人
の
か
上
田
の
印
象
d

昨
年
八
月
か
ら
続
け
て
き
た
「
転

入
者
に
聞
く
|
ど
う
で
す
か
上
田
」

の
連
載
は
、
前
号
で
最
終
回
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
県
外
か
ら
の

転
入
者
十
六
人
に
登
場
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
連
載
の
中
で

語
っ
て
い
た
だ
い
た
代
表
的
な
「
上

田
の
印
象
」
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た

0

・
上
田
市
の
第
一
印
象

自
然
・
:
四
方
を
山
で
固
ま
れ
、
そ

の
上
田
盆
地
の
中
を
千
曲
川
が
流
れ

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
空
気

が
き
れ
い
で
、
温
泉
も
あ
り
、
健
康

の
た
め
に
は
よ
い
所
。

歴
史
・
・
・
上
田
城
や
信
州
の
鎌
倉
に

代
表
さ
れ
る
文
化
遺
産
が
豊
富
で
あ

る
。
今
後
も
大
切
に
保
存
し
て
ほ
し

い
。
旧
城
下
町
の
古
い
家
並
と
近
代

的
な
街
並
が
調
和
し
た
静
か
で
落
ち

着
い
た
街
で
あ
る
。

市
街
地
:
・
大
型
庖
の
進
出
な
ど
商

庖
街
は
近
代
化
が
進
ん
で
い
る
。

一

方
で
、
城
下
町
の
た
め
、
狭
く
て
曲

が
り
く
ね
っ
た
道
が
多
い
。
駐
車
場

も
少
な
い

0

・
実
際
に
住
ん
で
み
て

気
候
:
・
気
候
は
温
暖
で
、
四
季
の

変
化
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
日
照

時
間
が
長
く
、
天
気
は
安
定
し
て
お

り
、
住
み
や
す
い
。
夏
は
、
特
に
朝

晩
が
涼
し
く
過
ご
し
ゃ
す
い
が
、
冬

は
意
外
と
雪
が
少
な
い
も
の
の
、
寒

さ
が
厳
し
い
の
で
こ
た
え
る
。

人
情
・
:
素
朴
で
人
情
味
の
あ
る
土

地
柄
。
近
所
の
人
が
、
お
茶
に
誘
っ

て
く
れ
た
り
、
野
沢
菜
の
漬
け
方
を

教
え
て
く
れ
る
な
ど
、
親
切
な
人
が

多
い
。食

べ
物
・
:
信
州
の
代
表
的
な
|
り

ん
ご
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
物
、
漬
け

物
、
お
や
き
、
そ
ば
ー
が
お
い
し
い
。

そ
の
他
・
:
①
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
施
設
が
充
実
し
て
い
る
。
②
長

野
県
は
有
名
な
観
光
地
が
多
い
の
で

う
れ
し
い
。
休
日
は
ス
キ

l
、
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
家
族
連
れ
で
楽
し
ん
で

い
る
。
③
自
然
環
境
、
社
会
環
境
が

よ
い
の
で
、
子
ど
も
の
教
育
に
は
安

心
。
④
自
動
車
が
な
い
と
不
便
、
生

活
の
足
と
し
て
絶
対
必
要
。

-
市
政
に
望
む
ニ
と

交
通
網
・
:
上
田
市
発
展
の
た
め
に

は
、
高
速
道
や
新
幹
線
の
整
備
が
必

要
。
ま
た
、

一
般
道
路
の
整
備
も
遅

れ
て
い
る
。

粉
じ
ん
公
害
:
・
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

に
よ
る
粉
じ
ん
は
、
健
康
に
よ
く
な

い
の
で
、
早
く
解
決
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
他
:
・
①
下
水
道
の
整
備
を
早

く
。
②
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
身
近

な
公
園
や
温
水
プ

l
ル
を
建
設
し
て

ほ
し
い
。
③
観
光
面
で
は
、
す
ば
ら

し
い
文
化
財
を
も
っ
と
P
R
し
た
ら
。

マ
次
の
新
連
載
は
・
:
「
フ
ォ
ト
い
ま
・

む
か
し
な
つ
か
し
の
上
田
」
を
始

め
ま
す
。
こ
こ
に
掲
載
す
る
古
い
写

真
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

十
三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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市
役
所
の
代
表

上等
田回
の

田工
羅業
し展
まを
す

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

「
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
」

が
昨
年
、
国
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と

お
り

J

一
十
一
世
紀
を
拓
く
浅
間
テ

ク
ノ
パ
ワ

l
o
を
メ
イ
ン
テ

l
マ
に

第
七
回
「
躍
進
す
る
上
田
の
工
業
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
市
内
お
よ
び
近
隣

町
村
の
企
業
に
よ
る
工
業
製
品
の
展

示
や
物
品
即
売
会
も
行
い
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す

0

・

と

き

マ
四
月
二
十
二
日
働

1
午
前
十
一
時

か
ら
午
後
六
時

マ
四
月
二
十
三
日
出

l
午
前
九
時
か

ら
午
後
六
時

マ
四
月
二
十
四
日
田

l
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時

-
と
こ
ろ

上
田
市
民
体
育
館

ド
話

r
(
n
)
4
1
0
0

-
問
い
合
わ
せ

4
0
5
)
 

商
工
課
(
内
線
1

上
目
減
跡
公
園
で

楽
し
く
花
見
を

上
田
城
跡
公
園
を
は
じ
め
、
市
内

の
公
園
を
汚
さ
ず
楽
し
く
花
見
を
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
桜
は
、
四
月
十
五
日
前
後

が
見
ご
ろ
と
な
り
そ
う
で
す
。
公
園

は
、
市
民
が
憩
う
場
、
観
光
の
場
、

史
跡
保
存
の
場
で
す
。
次
の
こ
と
を

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
公
園
内
の
施
設
や
文
化
財
を
大
切

②
花
見
の
場
所
取
り
は
、
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
。

④
公
園
で
の
た
き
火
は
、
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

⑤
ご
み
は
、
各
自
で
持
ち
帰
り
ま
し

ト
品
よ

1
0

胃
検
診
を受

け
ま
し
ょ
う

胃
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
検

診
車
に
よ
る
集
団
検
診
を
行
い
ま
す
。

こ
の
検
診
で
は
、
毎
年
数
人
の
胃

が
ん
患
者
が
発
見
さ
れ
、
尊
い
生
命

が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者
:
・
三
十
五
歳
以
上
の
市
民

実
施
期
間
・
・
・
五
月
下
旬
か
ら
八
月
上

旬
ま
で
(
各
地
区
を
巡
回
)

申
込
方
法
・
:
四
月
一
日
付
け
で
自
治

会
内
に
申
込
書
を
回
覧
し
ま
す
。

希
望
者
は
必
要
事
項
を
お
書
き
ふ

だ
さ
い
。

検
診
料
:
・
個
人
負
担
金
五
百
円
(
料

金
の
免
除
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
)

問
い
合
わ
せ
・
:
保
健
予
防
課
(
内
線

1
3
7
4
)
 

市
民
の
森
・

4
月
間
日
か
ら

ゴ
ー
カ
l
ト
・
パ
タ
|

ゴ
ル
フ
で
遊
ぼ
う

-ゴ
l
カ
l
ト
場

市
民
の
森
公
園
の
ゴ

l
カ
l
ト
場

が
、
四
月
十
日
側
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す。
マ
開
場
①
四
月
十
日
同
か
ら
十

月
二
十
三
日
制
ま
で
の
土
曜
日
、
日

曜
日
、
祝
日
②
た
だ
し
、
七
月
二
十

七
日
附
か
ら
八
月
十
八
日
備
の
夏
休

み
中
は
、
毎
日
マ
開
場
時
間
午

前
十
時
か
ら
午
後
五
時
マ
料
金

ゴ
l
カ
l
ト
は
一
周
百
円
、
バ
ッ
テ

リ
ー
カ

l
は
一
回
百
円
マ
そ
の
他

①
開
場
日
に
は
食
堂
を
聞
き
ま
す
②

サ
ン
ダ
ル
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
な
ど
で
は

乗
車
で
き
ま
せ
ん

-
パ
タ

l
ゴ
ル
フ
場

市
民
の
森
公
園
に
パ
タ

l
ゴ
ル
フ

場
が
完
成
し
、
四
月
十
日
同
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
特
殊
な
人
工
芝
の
パ

タ
l
ゴ
ル
フ
場
は
、
各
ホ

l
ル
芝
目

に
変
化
が
あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
楽
し
め
ま
す
。

マ
開
場
四
月
十
日
田
か
ら
十
月

三
十
日
四
ま
で
の
毎
日
(
た
だ
し
、

木
曜
日
は
休
場
)
マ
開
場
時
間
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
マ
料
金

一
人
二
時
間
に
つ
き
、
一
般
五
百
円
、

小
・
中
学
生
百
円
マ
そ
の
他
ボ

ー
ル
、
パ
タ

l
は
用
意
し
て
あ
り
ま

す。-
問
い
合
わ
せ

7
5
3
)
 

体
育
課
(
内
線
1

¥一

阜資vit
zt源[/e
白雷同
体 EF
や場
暴の
f集

広報うえだ 63.4.1 [12] 

今
年
の
「
資
源
活
用
広
場
」
は
、

五
月
八
日
間
に
開
催
し
ま
す
。

広
場
で
は
、
市
内
の
商
庖
や
事
業

所
が
格
安
で
処
分
品
の
販
売
を
す
る

ほ
か
、
婦
人
団
体
や
福
祉
団
体
も
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
即
売
会
を
行
い

ま
す
。こ

の
広
場
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭

に
あ
る
不
用
品
を
運
営
委
員
会
が
お

預
り
し
て
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
個

人
や
グ
ル
ー
プ
が
自
分
た
ち
で
集
め

た
品
物
を
売
り
た
い
と
い
う
希
望
が

あ
れ
ば
、
各
自
で
持
ち
よ
り
値
段
を

つ
け
て
売
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
で
販
売
す
る
こ
と

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
四
月
十
二
日

ωま
で
に
生
活
環
境
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
運
営
委
員
会

に
預
け
て
販
売
を
希
望
す
る
人
は
、

広
場
の
受
付
へ
、
当
日
品
物
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
9
0
)

4
a
t
H
E
B
R
E
e
z
-
-
E
a鹿

島

E
E
E
R
U
B
E
s
-
-
E
E
S
E
S
E
R
E
-臨
場

E
E
E
S
S
E
'
T
E帯師

、コル
と
場
建
設
の

市
療
以
内

環
境
影
響
評
価
書
を

一

縦
覧

4
TY
い

東
部
町
和
に
ゴ
ル
フ
場
(
浅
間
カ



春
の
山
火
事
予
防
運
動

集
う
森
声
か
け
合
っ
て

火
の
始
末

毎
年
春
先
の
乾
燥
期
に
は
、
山
火

事
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
住

吉
と
神
畑
で
、
合
わ
せ
て
二
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る
大
火
事
の
ほ
か
、

上
小
管
内
で
十

一
件
も
の
山
火
事
が

発
生
し
ま
し
た
。

特
に
山
火
事
が
多
発
す
る
五
月
三

十

一
日
ま
で
の
問
、
特
別
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し

宇
今
し
ょ
、
っ
。

①
た
き
火
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
完

全
に
消
す
。

②
た
ば
こ
は
き
カ
ん
と
消
示
、
ま
た
、

来
年
は
市
制
均
周
年

古
い
写
真
を

お
貸
し
く
だ
さ
い

上
田
市
が
誕
生
し
た
の
は
、
大
正

八
年
五
月
一
目
。
来
年
は
市
制
七
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
一
年
後
に

控
え
、
吋
広
報
う
え
だ
」
で
は
、
次
号

か
ら
新
一
連
載
砂
フ
ォ
ト
い
ま
・
む
か

し
な
つ
か
し
の
上
回
。
を
始
め
ま

す
計
こ
の
連
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ

コ

車
か
ら
の
投
げ
捨
て
は
や
め
る
。

③
強
風
や
異
常
乾
燥
の
と
き
、
た
き

火
、
火
入
れ
は
や
め
る
(
火
入
れ
は

必
ず
市
長
の
許
可
を
受
け
て
か
ら
)
。

④
枯
れ
草
な
ど
燃
え
や
す
い
所
で
は
、

た
き
火
は
し
な
い
。

国
民
年
金
保
険
料

前
納
す
る
と

割
り
引
き
に

昭
和
六
十
三
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
が
、
月
額
七
千
七
百
円
と
決
ま

り
ま
し
た
。

一
年
間
で
は
、
九
万
二

千
四
百
円
に
な
り
ま
す
。
(
下
表
)

保
険
料
を
一
年
分
ま
と
め
て
納
め

る
「
前
納
」
に
す
る
と
、
二
千
二
百

三
十
円
の
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
古
い
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

ダ
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
秘

書
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
募
集
す
る
写
真
大
正
八
年
五
月

か
ら
昭
和
五
十
年
ご
ろ
ま
で
の
写
真

で
、
街
並
や
催
し
な
ど
上
回
の
姿
が

よ
く
わ
か
る
も
の
。

マ
写
真
の
返
却
お
借
り
し
た
写
真

は
、
責
任
を
も
っ
て
お
返
し
し
ま
す
。

マ
連
絡
先
秘
書
課
(
内
線
1
1
1

2
)
 

割
引
率
は
五
・
五
%
で
す
の
で
、
低

金
利
時
代
に
は
大
変
お
得
で
す
。
前

納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
四
月
三
十

日
出
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
の
か
た
で
六
十

三
年
度
か
ら
前
納
に
切
り
替
え
ら
れ

る
か
た
は
、
四
月
二
十
日
同
ま
で
に

国
民
年
金
係
(
内
線
1
3
6
5
)
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

63年度国民年金保険料

卜 ¥
円IJ 納額

期別保険料
(害IJ ヲ|額)

90，170円
，疋a: 額 92，400円

(2，230円)

i 

94，850円
定額+付加 97，200円

(2，350円)

「
緑
の
祭
り
」
を
開
催

緑
化
木
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す

市
で
は
、
四
月
九
日
出
・
十
日
制

の
両
日
、
上
田
公
園
総
合
展
示
館
前

広
場
で
「
緑
の
祭
り
」
を
開
催
し
ま
一
す
。

こ
の
祭
り
に
あ
わ
せ
、
下
表
の
と

お
り
「
緑
化
木
頒
布
会
」
を
行
い
ま

〉

す
。
緑
化
木
の
苗
木
六
千
本
(
つ
つ

じ
、
い
ち
い
、
さ
っ
き
、
か
り
ん
な

ど
)
を

一
人
に

一
本
、
先
着
順
に
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
い
ず
れ
の
会
場
で
も
、
緑

化
木
・
緑
化
用
品
な
ど
の
展
示
即
売

会
も
開
催
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
農
林
課

4
5
7
)
 

(
内
線
1

緑化木頒布会日程表

月 日 時 間 会場

4月9日出--・・・午前9時・午後1時の2回 上田公園総合展

10日(日)・ -・・午前9時・午後2時の2回 示館前広場

4月16日仕) 両日とも午前9時・ 塩田支所西側駐

17日(日) 午後1時の2回 車場

4月23日(お 午前9時・午後1時の2回 川西公民館

4月24日(日) " 上野が丘公民館

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
)
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
建
設
事

業
に
つ
い
て
の
環
境
影
響
評
価
書
の

縦
覧
を
、
次
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
期
間
四
月
十
一
日
刊
ま
で

マ
場
所
生
活
環
境
課
(
内
線
1

3
8
9
)
お
よ
び
豊
殿
支
所

t
F市

川
島
営
球
場

伊

売
庖
権
制
刊J

の
/

入
札
を
行

W
ヂ
オ

上
田
市
営
野
球
場
お
よ
び
県
営
上

田
野
球
場
内
の
物
品
販
売
権
利
の
入

札
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

マ
参
加
資
格
市
内
に
在
住
で
庖

舗
を
持
っ
て
い
る
人
マ
と
き
四

月
十
五
日
働
午
後
二
時

か

ら

マ

と

ニ
ろ
市
役
所
四
階
第
二
会
議
室

マ
持
ち
物
納
税
証
明
証
、
印
鑑
、

封
筒
六
枚
マ
販
売
権
利
期
間
昭

和
六
十
四
年
三
月
末
日
ま
で
マ
問

い
合
わ
せ
体
育
課
(
内
線
1
7
5

3
)
 

県
営
住
定
的

入
居
者
を
募
集

d
1
 

4
 

マ
募
集
団
地
中
之
条
第
2
団
地

m

(
新
築
住
宅
、
千
曲
町
自
治
会
)
マ
万

募
集
期
間
四
月
十
一
日
側
か
ら
同
芳

二
十
日
附
ま
で
マ
申
し
込
み
上
浦

小
地
方
事
務
所
建
築
課
(
合
同
庁
舎
わ

内

4
U

内
、
宮
⑧
1
2
6
0
内
線
3
0
4
)

日



高
齢
者
学
園
の

学
生
を
募
集

市
で
は
、
生
き
が
い
の
あ
る
人
間

性
豊
か
な
老
後
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め

「上
田
市
高
齢
者
学
園
」
を
開

設
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
市
内
住
む
、
お
お

む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
マ
学
習
内

容

一
般
教
養
、
創
作
実
技
、
ス
ポ

ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
(
詳

細
は
入
学
案
内
に
あ
り
ま
す
)
マ
学

習
期
間
五
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

(
十
八
日
間
、

一
日
四
時
間
)
マ
教

室
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
定

員

約

八

十

人

マ

申

込

期

限

五

月
十
日

ωま
で

マ

申

込

先

市

役

所
社
会
課
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

八八八七八五 八七四七
五五七 一 九九五 四 四 O

中
屋
ふ
く
子
さ
ん

春
日
保
贋
さ
ん

手
塚
は
な
よ
さ
ん

市
川
や
す
ゑ
さ
ん

矢
島
み
つ
江
さ
ん

金
井
仁
志
さ
ん

原

義

道

さ

ん

浅
川

実
さ
ん

村
田
嘉
雄
さ
ん

小
林
サ
イ
さ
ん

柔
野
徳
次
さ
ん

岸
田
善
好
さ
ん

若
林
す
み
ゑ
さ
ん

伊
藤
治
作
さ
ん

林
と
も
ゐ
さ
ん

金
井
き
だ
い
さ
ん

藤
津
志
ま
川
さ
ん

井
出
美
子
雄
さ
ん

一一
月
届
け
出
分

」
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

上
平
忠
雄
さ
ん

小
松
幸
雄
さ
ん

宮
下
ゆ
み
さ
ん

長
津
よ
ゑ
さ
ん

松
下
八
重
子
さ
ん

塚
原
ま
き
の
さ
ん

奥
谷
辰
美
さ
ん

清
水
熊
武
さ
ん

小
林
喜
重
さ
ん

大
久
保
政
清
さ
ん

長

島

小

泉
下
房
山

林
之
郷

新

田

伊
勢
山

下
本
郷

中
常
田

吃

尺

，n
3

、γ
1

生

塚

倉秋 大 奈 下 千下上諏新下下中大桜 北 大踏
久 良 之 曲之田訪 室 大手

升和保尾郷町条原形町組賀組屋台子町入

fヘ¥

o 

各
公
民
館
に
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
。

記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
社
会
課
(
内
線
1

6
2
1
)
 

変 i
利投 A
_.ー-_， ~卵、、

非まら
課 す
税
制
度

マ
マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優
、
郵
便
貯

金
の
利
子
非
課
税
制
度
は
、
お
年
寄

り
な
ど
を
対
象
と
し
た
利
子
非
課
税

制
度
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
新
設
さ
れ
た
財

七五七七八四七七四九 九七六六八七五
五九九八六 O 八 O 八 000-一 八五 七 八

山
本
夏
子
さ
ん
緑
が
丘
西
四
二

横

津

要

さ

ん

岩

門

八

三

中
山
健
三
さ

ん

松

尾

町

七

七

平

野

き

み

子

さ

ん

新

田

六

六

池

内

ま

す

み

さ

ん

五

加

七

O

柳
津
周
次
郎
さ
ん
愛
宕
町
八
一

本
道
良

一
さ

ん

下

塩

尻

八

六

増

田

ふ

み

さ

ん

小

泉

八

八

堂

平

ウ

メ

さ

ん

本

町

八

五

星
谷

庫

雄

さ

ん

大

手

町

八

O

高

橋

正

子

さ

ん

長

島

六

五

上

原

実

さ

ん

大

屋

四

七

伊

藤

俊

雄

さ

ん

奈

良

尾

七

三

松

山

は

る

さ

ん

上

室

賀

八

二

宮
崎
三
郎

さ

ん

秋

和

七

六

佐
藤
ハ
ツ
ヲ
さ
ん
上
川
原
柳
町
七
五

小
川
宇

一
さ

ん

下

塩

尻

六

三

下
僚

一
書
さ

ん

北

大

手

六

三

形
住
宅
貯
蓄
と
従
来
の
財
形
年
金
貯

蓄
と
を
合
わ
せ
て
五
百
万
円
が
非
課

税
ワ
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
そ
の
他
の
預
貯
金
の
利
子
等
に
は
、

税
率
二
O
%
(
所
得
税

一
五
%
、
県

民
税
利
子
割
五
%
)
で
課
税
さ
れ
、

金
融
機
関
な
ど
が
利
子
等
を
支
払
う

際
に
税
を
徴
収
し
ま
す
。

マ
な
お
、
県
民
税
利
子
割
は
納
入
額

の
5
分
の

3
が
利
子
割
市
町
村
交
付

金
と
し
て
，市
町
村
へ
交
付
さ
れ
ま
す

0

・
問
い
合
わ
せ
上
小
地
方
事
務
所

税
務
課
(
包
⑧
1
2
6
0
)

生

島

伺

さ

ん

浦

野

八

八

小

林

弘

さ

ん

ひ

か

り

七

七

飯
島
や
す
子
さ
ん
富
士
見
台
八
五

山

崎

儀

雄

さ

ん

上

田

原

三
六

市

川

き

み

さ

ん

鍛

冶

町

八

六

金

子

計

夫

さ

ん

北

常

田

八

一

小

林

勝

さ

ん

馬

場

町

五

三

福
島
美
智
子
さ
ん
ひ
ば
り
ケ
丘
八

一

久
保
井
ひ
と
し
さ
ん
笹
井
九
六

内

久

根

守

さ

ん

鷹

匠

町

五

二

武
井
み
つ
え
さ
ん
上
青
木
四
六

大

津

寿

子

さ

ん

中

常

田

三

一

満
木
慶
次
郎
さ
ん
下
房
山
八
五

増

田

か

ね

さ

ん

学

海

北

五

九

小

林

幸

夫

さ

ん

伊

勢

山

五

八

上

嶋

正

治

さ

ん

北

大

手

九

一

片
岡
得
三
さ

ん

小

牧

七

六

荒

井

は

っ

き

ん

川

辺

町

六

五

。

産直デー・ 4月15日幽

広報うえ;C'63.4. 1 [141 

780円

160円

85円

90円

市内産直協力庖でどうぞ。

1尾

100 g 

1枚

1尾

漬

ん

ご
子
み
し

な

女

ろ

に

日
小
も

す

し

ま

物

か

干

釣

新

い

生

h
v
h
v
h
v
h
v
 

松

下

政

埜

さ

ん

岩

門

小
林
節
子
さ
ん
み
す
ず
台
北

山

浦

き

み

さ

ん

院

内

小
平
士
山
ず
か
さ
ん
福

、
田
弘

高
寺
文
左
衛
門
さ
ん
上
青
木
一

内

田

豊

さ

ん

上

塩

尻

馬
場
み
さ
ほ
さ
ん
八
木
沢

池

田

道

雄

さ

ん

国

分

水

野

里

子

さ

ん

新

町

赤

羽

宗

人

さ

ん

小

泉

八七五八七七八八五八
二 六七 一 四 三三二 六六

訂
正
お
わ
ぴ

「
広
報
う
え
だ
」

三
月

一
日
号
の

十
二
ペ
ー
ジ
、

「
お
く
や
み
」
中
、
四

段
目
の
「
田
中
ふ
じ
さ
ん
下
紺
屋

町

七

八

」
と
あ
る
の
は
、

「田
口
ふ

じ
さ
ん
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て

お
わ
ぴ
し
ま
す
。
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